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Change and Continuity in the Introduction of Cacao Growing into the Shifting 
Cultivation System in the Tropical Rainforests of Southeastern Cameroon
Shikata Kagari*
Cacao (Theobroma cacao L.) is an important cash crop for small-scale Bangandou 
farmers living in forested area of Cameroon.  In this region, cacao is usually grown 
under the shade in fi elds of selectively thinned natural forestland.  This study aims 
to clarify how the cacao-growing system has been integrated into the Bangandou’s 
subsistence slash-and-burn agriculture and examines its role in their livelihood.
Bangandou people favor establishing new cacao fi elds in primary forests or old 
cacao fi elds because the shaded condition is easier to create in such vegetation.  When 
the land is cleared, a larger number of trees are left in the cacao fi elds than in the fi elds 
of food crops only.  This strategy of leaving more trees saves the labor for felling, and 
attracts people to clearing the primary forests, which would otherwise require larger 
labor forces.  Cacao seedlings are planted in a newly cleared fi eld, mixed with a variety 
of food crops during the initial several years, and grow while farmers harvest the food 
crops from the same fi elds.  Unlike the food crop fi elds, weeding is indispensable to 
cacao growing, but it is so laborious that parts of the planted cacao fi elds often become 
covered with thick bush regrowth.  Although these areas have to be abandoned, people 
may clear them for replanting after a few years.
Analyses of crop rotation and vegetation change in the cacao fi elds show that the 
fundamental elements of their farming system have remained largely unchanged by the 
introduction of cacao growing, in which the same principle of shifting cultivation is 
adopted for the new crop.  This type of agriculture also ensures the stable production of 


























復は貧弱で，森林の荒廃が深刻な問題となっている［Ruf and Schroth 2004; Sonwa 2004］．1)
これに対して，カメルーンの森林地帯においては，依然として庇蔭樹を残すカカオ栽培が継








めだといわれている［Losch 1995; Ruf and Schroth 2004］．一般的に，森林帯への商品作物の
導入は，「人口移動」と「森林破壊」を伴うといわれるが，カメルーンの森林帯では一部地域
を除いてそうはならなかった．森林に暮らす人びとは，野生の樹木を広範に利用するため，簡
 1) 90 年代にカカオ生産量を急激に伸ばしたインドネシアやマレーシアにおいても同様の現象がおきている．こう





























（Moloundou）郡に属するバティカ II （Mbateka II）村3) でおこなった（図 1）．
調査地域はコンゴ盆地の北西縁に位置しており，標高は 500 m 前後で地形的には小起伏
を伴う丘陵地帯となっている．村の南約 25 km に位置するモルンドゥの気象データによれ
ば，平均年間降水量は 1,400 mm 程度，平均気温は 1 年を通じて 25 度前後である［土屋ほか 
1972］．




ないかと指摘する研究者も多いが4)［Letouzey 1985; Carrière et al. 2002; Van Gemerden et al. 
2003; 四方 2006］，本稿では，人びとが「今までに一度も農地として利用したことがない」と
 3) 2001 年から 2004 年の調査当時は，バティカ・ンジョン（Mbateka Ndjong）とよばれるカルティエ（村区）で
あったが［四方 2004］，2005 年より行政区分上 Mbateka II 村と改定された．







図 1 に示したように，県庁所在地であるヨカドゥマからモルンドゥまでの約 250 km を南北
に幹線道路が走り，この道路沿いに焼畑農耕を主な生業とするいくつかの民族集団と，近年，
農耕と半定住生活を取り入れたピグミー系狩猟採集民バカ（Baka）が居住している．ブンバ・
ンゴコ県の人口密度は非常に低く，2004 年のセンサスによれば 3.8 人／km2 となっている
［Insitute National de la Statistique du Cameroun 2004］．
調査をおこなったバティカ II 村には，バンガンドゥ（Bangandou）と自称するグループを
中心とした農耕民と狩猟採集民バカが居住している．2006 年 2 月現在，村の総人口は 684 名
（121 世帯（核家族））で，バンガンドゥが 303 名（49 世帯），バカが 363 名（68 世帯），そ
の他の民族5) が 18 名（4 世帯）である．
2.2　調査期間，および調査項目
本稿で用いる資料は，2001 年 11 月～2002 年 1 月，2003 年 11 月～2004 年 1 月，および 




































オ園を所有しているが，その面積は 1 ha～5 ha 以上までと個人差が非常に大きく，平均では 
2 ha 程度である．
カカオは収穫期（9～12 月）になると仲買人が買い付けに来るが，カカオの価格は 300～
1,000 CFA フラン／kg （日本円で約 60～200 円／kg）と年変動が激しく，また，収穫量も天
候や管理，病虫害の程度によって大きく変動するため，現金収入は安定したものとはいいが
たい．とくに，カカオの国際価格が低迷した 80 年代後半から 90 年代初期に，カメルーンで
は，コーヒーやカカオなどの農業セクターが全面的に自由化され，その結果，カカオ豆の生
産者価格は暴落した［Duguma et al. 2001］．しかしながら，90 年代後半より，市場価格の












































虫害を防ぐ役割も果たすため，混植が奨励されている（写真 2）．バンガンドゥは年に 2 回の







 7) このような作付方法は，アフリカの他地域でも報告されている［Ruthenberg 1980; 高根 1999］．
 8) 労働力を余分に確保できる場合には，キャッサバ栽培を主目的として別の畑を開くこともある．

































に限らず焼畑のなかに多くの樹木が観察される［小松・塙 2000; Carrière et al. 2002］．その主
 9) カメルーンのカカオ栽培においては，“black pod disease”とよばれるウィルス性の病害と，“capsid”と総称さ








そこで，調査村のある世帯が 2006 年 2 月に伐開した主食作物畑とカカオ園を比較し，両者
のあいだで，伐開前後の樹木の種類・本数・主幹断面積，および樹木の伐採に必要となる労働
量などにどのような違いがあるのかを調べた．それぞれの伐開地内に 50 m 四方のコドラート






が，1980 年当時，原生林であった場所に初めて焼畑を開き，その後 1995 年にも伐開された







表 1 2001 年と 2005 年に開かれた主食作物畑，およびカカオ園の筆数
と伐開の対象となる植生*
2001 年（n=12 世帯）
畑の種類 原生林 二次林 二次林化したカカオ園
主食作物畑  2 14 0
カカオ園  4  0 9
2005 年（n=20 世帯）
畑の種類 原生林 二次林 二次林化したカカオ園
主食作物畑  3 11 0


















図 3-1　主食作物畑 図 3-2　カカオ園
図 3　主食作物畑とカカオ園における伐開前と伐開後の樹木・作物位置図，および樹木数，総主幹断面積，
科数・種数の変化（いずれの値も 50 m 四方のコドラート内）
凡例　● 樹木（胸高直径　  2.5-10 cm　  10-30 cm　  30-50 cm　  50-80 cm　  80 cm 以上）





上記の 2 つの畑に加えて，2005 年に新たに開かれた畑（カカオ園：7 筆，主食作物畑：7 
筆，計 14 筆）についても，伐り残された樹木数と胸高直径について比較した．各畑内に 50 m 
四方のコドラートを設置し，胸高直径 5.0 cm 以上の樹木を対象として，胸高直径の計測をお
こなった．調査の結果，主食作物畑では，合計平均 24.6 本／ha の樹木が観察されたのに対
し，カカオ園ではそれよりはるかに多く，平均 94.9 本／ha の樹木が観察された（表 3）．ま

























 5.0-10.0  1.7 20.6
10.0-50.0 16.6 62.3
50.0 以上  6.3 12.0
合　計 24.6 94.9






つまり新しいカカオ園を示している．2001 年には，A～G の計 7 筆の畑から収穫が確認され
たが，畑 G を除くすべてのプランテインが主食作物畑から収穫されていた．その後，2003 年













調査期間　2001 年 9 月 17 日  - 12 月 15 日（90 日間），2003 年 9 月 17 日  - 12 月 15 日（90 日間）
　　　　　2005 年 11 月 28 日  - 2006 年 2 月 12 日（77 日間）
畑の伐開年月　畑 A；94 年 1 月，畑 B；98 年 1 月，畑 C；99 年 1 月，畑 D；99 年 7 月，畑 E；00 年 1 月，
畑 F；00 年 7 月，畑 G；00 年 7 月，畑 H；01 年 1 月，畑 I；01 年 7 月，畑 J；02 年 1 月，







次第に藪のような様相を呈してくる．12) 一方，カカオ園では，写真 1 でみたようなカカオ樹と
野生の樹種とが混在する独特の景観が創出される．以下では，成熟したカカオ園において，ど
のような樹木が観察されるのかをみていきたい．
調査村の 10 世帯が所有するカカオ園（伐開後 10～35 年で，既にカカオ樹が成熟してい
るもの）内に 50 m 四方のコドラートをそれぞれ 1～5 ヵ所，合計 20 ヵ所設置し，胸高直
径 5.0 cm 以上のカカオ樹以外の樹木について樹種と胸高直径の調査をおこなった．表 4 に
は，各樹種の出現個体数（Indivisuals; Ind.），各樹種が出現したユニット（＝コドラート）数
（Sampling Units; S.U.），各樹種の主幹断面積（Basal Area; B.A.）を示し，これら 3 つの値か
ら算出した優占度指数（Ecological Importance Value （E.I.V.））［Curtis and McIntosh 1951; 
Balée 1994］の大きいものから順に上位 20 種について表示した．E.I.V. の算出方法は以下の
とおりである．まず，各樹種について相対密度，相対出現ユニット，相対主幹断面積を算出す





調査の結果，合計 28 科 68 種（種名のわからない 22 本は除く），420 本の樹木が記録され
たが，このうちアボカド，マンゴー，オレンジ，グァバ，アブラヤシの 5 種を除く 63 種が調
査地域の原生林および二次林において観察される野生の樹種で，マメ科（12 種），アオギリ科
（8 種），トウダイグサ科（8 種）に属するものが多く観察された．樹木の密度は，1 ヘクター




 13) カメルーンのカカオ園における樹木数は，比較的多いといわれるが，コートジボアールでの記録 37 本／ha［Ruf 































































































































































































































































































































































































































































































































   



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































E.I.V. の値が大きい上位 5 種には，多くの人びとが「残すべき」と答えた Triplochiton 
四方：伐らない焼畑
273
scleroxylon （19 名が回答）や Terminalia superba （18 名）が含まれるものの，「伐るべき」と
答えたムサンガや Ficus sp. も含まれていた．このことから，カカオ園で観察される樹木の種
類や樹木数には，人為によるコントロールだけでなく，自然状態での優占度や成長速度などの
生態的な要因もかかわっていることが推察される．
図 5 に，コドラート調査で観察された T. scleroxylon とムサンガ（M. cecropioides）につい
て，胸高直径階ごとの樹木数と，各コドラートで観察された樹木数を示した．T. scleroxylon 
は，20 ヵ所中 14 ヵ所のコドラートで観察され，また，1 本を除くすべての樹木が胸高直径 
50 cm 以上の大木であることから，これらはカカオ園の造成時に伐り残されたものと考えられ












































































































を表したい．最後に，2006 年 2 月に急逝された Madouafi na Véronique さんに深く感謝し，心よりご冥福
をお祈り申し上げる．彼女の協力なくして本稿は完成しえなかった．
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